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企業訪問

子ども達が“ものづくり”の楽しさを体験

○御社製品の特色について教えてください
　～６、７割はオーダーメイドでの取扱～
　当社製品の自慢はお客様の好きな大きさ、色、

デザイン、部品などをお選び頂き、オーダーメイ

ドで「世界にたった１つのお客様だけのランドセ

ル」を製造していることです。オーダーメイドは

当社製品の約６～７割を占めております。オー

ダーメイドについては、お子様にランドセルの大

きさ、本体の色、糸の色、デザインなど細かくご

指定頂きます。１つの製品に約160ものパーツが

組み込まれています。それらを組み合わせると約

４億通りの製品を生み出せる計算になります。

　私どもでは、作り手の気持ちがこもったランド

セルに自信と誇りを持って作っております。そし

て、やっと一人前になった若い社員達がお子様の

希望、そしてその年の流行も取り入れ、ていねい

に作っています。オーダーメイド製品は注文から

納品まで６カ月程要します。中には注文してくだ

さったお客様がご病気で余命僅かとなってしま

い、ご自分の手でお孫さんに渡せるよう最優先し

て仕上げたこともあります。

○ 会津工場と川口工場の役割分担について教
えてください
　～会津工場はオーダーメイド生産拠点～
　川口工場は OEM 生産と修理やミニチュアラン

ドセル※注文に対応しています。その他の汎用品

生産、オーダーメイド製造、残りの OEM 生産を

会津工場が行っています。当社では年間６万本の

ランドセルを製造しており、６割を会津で生産し

ています。

　また、当社には中国にもグループの販売工場が

あり、中国に駐在する日本人生徒用のランドセル

を作っています。
※ 当社では、使わなくなった思い出のランドセルを手の

ひらサイズの小さなランドセルに作り変えるサービス

（有料）を行っている。

○どのようにランドセルが製造されるのですか
　～ コンピューターと人の手で１つずつ丁寧
に製造～

　ランドセル製造の工程をおおまかに説明します

と、①裁断…裁断機でコンピューターに入れた図

面のとおり生地を切ります。②のりづけ…切った

生地にのりづけして乾燥させます。③貼り合わ

せ…のりづけした生地を手作業で丁寧に貼り合わ

せます。④ミシン…貼り合わせた部品を１針１針

心込めて縫い合わせます。⑤自動貼り合わせ…背

中の部分と教科書を入れる部分を機械で貼り合わ

せます。⑥最終組み立て…しっかり縫い合わせ、

肩ベルト等を付けた後、最終仕上げへ。⑦拭き上

げ…傷や汚れがないか人の目で最終チェックし、

１つ１つのランドセルを丁寧に拭き上げれば完成

となります。

○ 御社のランドセルは現在どこで販売してい
るのですか

　～ 全国で約30万部のパンフレット配布～
　当社発展の源となった幼稚園での販売は、取扱

い数は少なくなっているものの現在もルート自体

は残っており、全国で約30万部パンフレットを配

布しています。今は、配布物をご覧になった保護

者がホームページからお申込みになるのが主流
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ランドセルへの想いを語る安東社長

になってきています。もちろん、当社の工場や

ショールームで注文を受け付けている他、全国有

名ホテルでの展示会開催、家具店や量販店、デ

パートなど全国各地で当社製品を取扱って頂いて

います。

○社員教育について教えてください
　～多能工化進捗には意識向上が必須～
　当社のモットーは「初心を忘れないで常に挑戦

する」です。そのことが社員に浸透するよう、役

員自らが進んで行動するよう率先しています。

　全ての工程を１人でできるようになるには10年

はかかると思います。多能工化は時間がかかるも

のですが、社員皆、ものづくりに対する大きな夢

を持っており、意識が高いため半数の社員が５年

で作れるようになるとみています。そのために

は、技術取得が進むごとに評価を発表して、人事

考課に反映させ社員のモチベーションを高めてい

ます。

　また、製造から総務すべての社員をチームに分

けて、週１回30分程度、チームワークなどテーマ

を決め討論させることや外部講師を招くことで意

識を高め合っています。

○ 今後の市場動向をどのようにみていらっ
しゃいますか

　～海外市場の開拓が今後の鍵を握る～
　ランドセル業界は、少子化で販売数が少なく

なっていますが、単価が上がっているため金額で

は横ばいという状況にあります。

　これからは、少子化の進展で業界が淘汰される

懸念がありますから、海外市場を開拓していくこ

とが鍵になっています。ハリウッドの有名女優が

ファッション感覚でランドセルを愛用しているよ

うに、海外では日本の製品が評価され、「大人の

ランドセル」という市場開拓も期待されます。

　さらに、ランドセルはお子様が転倒した時、頭

部を強打することを防ぐ、いわばクッション代わ

りにもなってくれることもあります。これは、ご

年配の方々の安全に役立ち、更に機能性とデザイ

ン、ファッション性を加えて「大人のランドセ

ル」企画、開発に取り組んでいます。

　ここ１年以内に「えー、羅羅屋さんがこういう

製品を作るの !?」と驚くような製品を出す予定で

すので、楽しみにして頂ければと思います。

【インタビューを終えて】

　羅羅屋の社名の由来はイタリア語のララ
（rara）の「稀なもの」「珍しいもの」、羅とい
う漢字の「長く続く」から来ているそうです。
工場に展示されている製品を目にしますと、
様々な色や形の製品があり、子どもたちを始め
とした来場者が楽しくなれるキレイな工場だな
と感じました。
　また、安東社長と北常務のお話の中からは、

「お子様たちのため、地域のため、社員のため」
という優しい思いが伝わってきました。
　社長、常務ともに進出前は本県に全く縁が無
く、社長は訪れたことも無かったとのことで
す。今回の取材後、福島に進出してくれた会社
の決断に、福島県民として素直に「感謝」とい
う気持になりました。まだ本県に訪れたことが
無い人も、来県して頂き、会津を観光し、羅羅
屋工場を見学すれば、きっと本県のファンに
なってくれるのではと期待される取材となりま
した。 （担当：高橋）


